第34回　施設処遇検討会議　議事録　H24.2.13

13:30～15:00

青山荘交流室

　　　　　　　出席者：長谷部S.G.M・須々田珠実・馬渕豊子・木村春子・中岫かなえ・小笠原嘉紀

秋山欣也・小坂和子・中村文洋

　　　　　　　　　　　   　　　　　（ 欠席者：上平ユリ子）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記　録：中岫　かなえ
議題

１：稲垣　ふき　様（青風荘入所者様）の処遇について

２：鈴木　茂子　様（青山荘入所者様）の処遇について

１：稲垣　ふき　様（青風荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症

＜問題点・介入方法＞

①不調の訴えに対して

・身体不調　

→不調の訴えがあった場合は傾聴にて不安を和らげ、訴える部位の確認を行い必要であれば処置を行なっていく。
・睡眠状態　

→夜間の見回りにて起きていることがあれば、睡眠を取らなければ日中の活動が困難になる事や体調を崩す原因になる事を説明・再入眠を促し睡眠時間の確保を図っていく。
→夜間の睡眠リズムの崩れが目立つようであれば、担当医へ情報提供を行なっていく。

・体重増加　

→健康プログラムや面談からダイエット方法について意見を聞き、本人が納得して長続きするようなプログラムを進めていく。

※健康プログラムではカロリーが高くないお菓子や無理のないストレッチなどの情報提供を行なっていく。
・幻聴

→幻聴について経過観察を続けていき、幻聴が頻回となった場合、若しくは行動が左右されるようであれば、担当医へ情報提供を行なっていく。

※デイナイトケアと情報交換し状態を見守っていく
②余暇の充実

（単身行動の範囲を広げる）
→単身での買物を行なえるようになった為、美容院への外出といった単身での行動が行なえるよう、マナーや社会性について繰り返し説明し、ステップアップを図っていく。

→関係機関のレクリェーションや地域行事などの情報を提供し地域活動へ参加する機会を促していく。

→定期的な面談や日々の交流から生活における希望を聞きだし、実現できるように本人と計画をたてていく。

＜評価＞

現在では、前回の処方変更により、問題行動は大幅に軽減され、疎通性が向上している。また、社会人や主婦の経験により、本人の社会生活スキルは高いと判断できる。

今後は現存する能力を維持し、病状、健康（特に体重の増加）、余暇について支援を行っていく必要がある。病状面では、本人の幻聴等についてその都度見守り・対応を行っていく。健康面では、本人の興味がある運動、年代に合わせた運動をデイナイトケアと連動して提供していく。余暇面では、外出の機会などを確保し、本人が興味関心を持って取り組めるものを行えるよう支援を行っていく。

２：鈴木　茂子　様（青山荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症

＜問題点・介入方法＞

①健康管理
→膝痛が軽減されてきているため、現状を継続できるよう、間食量や運動量について定期的に状況確認し、必要時には間食内容や摂取方法、運動内容等について本人と検討し、実施する。

→定期採血検査および本人の健康状態について、外来受診の結果を参考にしながら、自炊訓練を行う。回数について徐々に増やしていくことも検討する。

②金銭管理（継続）
（設定範囲内での小遣いおよび生活費の管理）

→本人の同意の上で金銭管理を進める。現在の管理方法について不満等がないか定期的に確認し、適切な管理が継続出来ている場合、徐々に管理金額を増やしていく。

→小遣い帳の記入、収支状況を定期的に確認する。

→日用品等の購入時には、小遣い以外の生活費範囲内で自分で購入するよう指導する。

→自己の生活費から支払う事で、金銭が貴重なものであるという意識付けを図る

③対人関係の図り方

（対人関係において、金銭または物品のやりとりによるトラブルがある）
→デイナイトケア利用を継続できていることを評価し、周囲に対して生活態度を示していくことで信頼感の回復を図るよう継続して伝えていく。

→今後もデイナイトケア利用を継続していくか、本人の意向を確認しながら、主治医、デイスタッフも交えて方向性を検討していく。

→新たな対人関係の構築場所として、青山荘内のプログラムの中で役割を持ち、活躍できる機会を設定する。
＜評価＞

現在、本人の青山荘での生活する意義が曖昧になっており、退所後のイメージがしにくくなっている。また、物のやり取りが継続していたり、利用者間での交流で摩擦が起こることがある。

今後はこれまでの経過の振り返りを行うことで実検討を促し、退所後のイメージの明確化や、そのための生活訓練を主体的に取り組んでいただく支援が必要となる。デイナイトケアの利用について、意義を定期的なフィードバックにおいて確立していくとともに、退所後の地域生活を想定した『実践に即した訓練（プログラム）』を行っていく。

